
（別記） 

 

2019 年度 和寒町地域農業再生協議会水田フル活用ビジョン 

 

 

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題 

 当該地域は、名寄盆地の最南端に位置し、稲作中心型、水稲・畑作・露地野菜を中心と

した土地利用型農業、メロン、トマト、花卉など施設を導入した集約型農業など多様な経

営形態となっている。また、水稲に変わる作物として、南瓜の作付けが拡大され、日本一

の作付面積を背景にブランド化が進められてきた一方で、農業者の高齢化、後継者不足か

ら農家戸数が減少し、１戸当たりの経営面積が増加していることを背景に、機械化・省力

化が可能な作物の作付けが拡大し、連作や短期輪作が増加傾向にある。そのため、心土破

砕等の湿害対策、土壌診断に基づく適正施肥や土壌改良材投入による土づくり、てん菜、

小豆、馬鈴薯や地力増進作物の作付奨励による輪作体系の確立を図り、収量増加や品質向

上の取り組みが必要である。 

 

 

２ 作物ごとの取組方針等 

 町内約２，５００ｈａの水田について、適地適作を基本として、産地交付金を有効に活

用しながら、作物生産の維持・拡大を図ることとする。 

 

（１）主食用米 

    米生産の目安に沿った作付面積の維持確保を図り、需要に応じた生産による安定

取引を推進するとともに、品質や生産性の向上に努め、安定的な所得確保を図る。 

 

（２）非主食用米 

  ア 飼料用米 

    飼料用米の需要動向に応じた作付面積を確保し、産地交付金を活用した多収性品

種の導入推進により品質や生産性の向上を図るとともに、団地化の推進を図りなが

ら、コスト削減による所得確保を図る 

  イ 米粉用米 

    米粉用米の需要動向を踏まえ作付を検討する。 

  ウ 新市場開拓用米 

    新市場開拓用米の需要動向を踏まえ作付を検討する。 

  エ WCS用稲 

    WCS用稲の需要動向に応じた作付面積を確保する。 

  オ 加工用米 

    加工用米の需要動向を踏まえ作付を検討する。 

  カ 備蓄米 

    備蓄用米の需要動向に応じた作付面積を確保する。 

    

 

 



（３）麦、大豆、飼料作物 

    麦・大豆・飼料作物については、湿害を回避するための排水対策の実施、土づく

りのための土壌改良材資材の投入、野菜や地力増進作物の導入による輪作体系の確

立により収量・品質の安定的な生産を確保する。 

 

（４）そば、なたね 

    そば・なたねについては、湿害を回避するための排水対策の実施、土づくりのた

めの土壌改良材資材の投入、適正施肥による肥料コスト低減など収量・品質の安定

的な生産を確保する。 

 

（５）高収益作物（園芸作物） 

    南瓜・キャベツを中心に地域振興作物として生産性の向上を図る。 

    特にキャベツ「越冬キャベツ」として商標登録され、地域特産品として付加価値

が高く、ブランド力を活かした作物の安定的な生産を確保する。 

    また、南瓜は日本一の作付面積を背景に地域特産品として位置づけており、栽培

技術も確立されていることから、作付面積の維持、拡大により安定的な生産と所得

の確保を図る。 

 

（６）てん菜・小豆・菜豆・えんどう・馬鈴薯 

    地域の輪作体系確立のため作付面積の拡大を図り、かつ、湿害を回避するための

排水対策の実施、適正施肥による肥料コスト低減、直播栽培の実施など収量・品質

の安定的な生産を確保する。 

 

（７）耕畜連携 

    より良質な飼料作物等の生産のため産地交付金を活用し、飼料用米生産ほ場の稲

わら利用、飼料生産水田への放牧、飼料生産水田への堆肥散布を行うことで耕畜連

携を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 作物ごとの作付予定面積 

作物 前年度の作付面積 

（ha） 

当年度の作付予定面積 

（ha） 

2020年度の作付目標面積 

（ha） 

主食用米 902.2 872.0 881.0 

飼料用米 8.1 8.1 8.1 

米粉用米    

新市場開拓用米    

WCS用稲 0.8 0.8 0.8 

加工用米    

備蓄米    

麦 188.3 190.0 190.0 

大豆 342.2 350.0 350.0 

飼料作物 183.0 183.0 183.0 

そば 200.6 150.0 150.0 

なたね 3.1 3.1 4.0 

てん菜 13.9 20.0 30.0 

その他地域振興作物    

 野菜 536.0 580.1 580.1 

 花卉 4.9 4.9 5.0 

 雑穀 3.2 3.2 3.0 

 地力増進 51.2 60.0 50.0 

 小豆 8.1 9.0 9.0 

 馬鈴薯 3.7 9.0 9.0 

 菜豆 0.6 2.0 2.0 

 えんどう 1.8 9.0 9.0 

 その他 17.9 14.8 5.0 

 

 

 

 

４ 課題解決に向けた取組及び目標 

整理

番号 
対象作物 使途名 目標 

 

前年度（実績） 目標値 

1 キャベツ,南瓜 地域振興作物助成 作付面積 

（2018年度） 

キャベツ：79.1ha 

南瓜：427.1ha 

（2020年度） 

キャベツ：95.0ha 

南瓜：440.0ha 

2 野菜,花卉,果樹 生産性向上加算 

作付面積 

作付面積に対する取組実施率 

平均単収（南瓜） 

（2018年度） 

543.8ha 

35.8% 

736kg 

（2021年度） 

555.0ha 

60.0% 

1,139kg 

 

 



整

理

番

号 

対象作物 使途名 目標 

 

前年度（実績） 目標値 

3 

てん菜,小豆,菜豆,

えんどう,馬鈴薯

(生食用･加工用) 

輪作形成作物加算 

作付面積 

平均単収 

（小麦・大豆） 

（2018年度） 

てん菜  13.9ha 

小豆    8.1ha 

菜豆    0.6ha 

えんどう  1.8ha 

馬鈴薯   3.7ha 

小麦    330kg 

大豆    226kg 

（2020年度） 

てん菜  30.0ha 

小豆   10.0ha 

菜豆    3.0ha 

えんどう  9.5ha 

馬鈴薯  15.0ha 

小麦    380kg 

大豆    280kg 

4 
地力増進作物 

(休閑緑肥) 
輪作形成作物加算 作付面積 

（2018年度） 

51.2ha 

(2019年度) 

55.0ha 

5 

小麦,大豆(黒大豆･

種子大豆含む),野

菜,花卉,果樹,雑

穀,てん菜,小豆,菜

豆,えんどう,馬鈴

薯(生食用･加工用) 

土壌改良対策助成 

作付面積 

作付面積に対する取組実施率 

平均単収（南瓜） 

（2018年度） 

1,111.6ha 

93.8％ 

736kg 

（2020年度） 

1,120.0ha 

100.0％ 

1100kg 

6 飼料用米 
わら利用助成 

(耕畜連携) 

飼料用米作付面積 

取組面積 

（2018年度） 

8.1ha 

6.1ha 

（2020年度） 

8.1ha 

7.0ha 

7 飼料作物 
水田放牧助成 

(耕畜連携) 

作付面積 

取組面積 

（2018年度） 

183.0ha 

2.8ha 

（2020年度） 

183.0ha 

4.0ha 

8 飼料作物 
資源循環助成 

(耕畜連携) 

作付面積 

取組面積 

（2018年度） 

183.0ha 

14.4ha 

（2020年度） 

183.0ha 

16.5ha 

9 そば,なたね 収量品質安定化助成 
作付面積 

平均単収 

（2018年度） 

そば：200.6ha 

なたね：3.1ha 

そば：50kg 

なたね：283kg 

（2020年度） 

そば：200.0ha 

なたね：4.0ha 

そば：85kg 

なたね：285kg 

※ 必要に応じて、面積に加え、当該取組によって得られるコスト低減効果等についても目標設定して下さ

い。 

※ 目標期間は３年以内としてください。 

 

 

５ 産地交付金の活用方法の明細 

  別紙のとおり 


